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本

誌
第

四
十
三
号

(平
成
七
年

一
月
)
で

弓
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
と
郭

巨
敬
L
と
題

し
て
、
北
京
図
書
館

(現
在
の
中
国
国
家
図
書
館
)

所
蔵

の

『
全
相

二
十

四
孝
詩
選
』

の
書

影
を
紹
介

し
た
が
、
そ

の
際

に
は
全
冊

の
撮
影
が
許

可
さ
れ
な

い
こ
と
も
あ

っ
て
、
第

七
頁
ま

で
し
か
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き

な
か

っ
た
。

 
そ

の
後
、
寺

田
瑞
木
氏
に
よ

っ
て
残
り

の
部
分

の
図
像
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
上
部

の
図
像

の
み

で
下

の
文
章

の
部
分

は
な

い
も

の
で

あ

っ
た
。
今

回
、
機
会
が
あ

っ
て
入
手

で
き

た
残
り

三
頁
分

の
書
影

を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
前
稿
発
表

の
後

に
諸
家

に
よ

っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
事
実

を
も
紹
介

し
て
前
稿

の
訂
正
と
補
足
を
行

い
た

い
。

 
前
稿

で
紹
介

し
た
部
分
に
続
く

の
は
こ
の
稿

の
最
後

に
掲
げ

る
三
頁

で
あ

る
。

 
前
稿

で
も
紹
介

し
た
と
お
り
、

こ

の
刊
本

に

は
二
頁
、

説
話

に
し
て

四
孝
子
分

の
欠
落

が
あ

る
。

室
町
期

か
ら

江
戸
初
期

に
か
け

て
、 

「
全
相

二
十

四
孝
詩
選
」

の
刊
本
が

日
本

に
も
渡

来
し
て

い
た
こ
と

は
、
現
存
す

る

い
く

つ
か
の
写
本

か
ら
明

か
で
あ

る
。
前
稿

で
は
川
瀬

一
馬
氏

旧
蔵

の
五
言
詩
注
本
が

こ
の
刊
本
ま
た

は
そ

の
系
統

の
流
れ

を
引
く

も

の
だ

ろ
う
と
し
て
、
欠
落

し
て

い
る
四
孝
子

1



は
郭
巨
、
朱
寿
昌
、
葉
山
谷
、

主
哀
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
む

し
か
し
そ
の
後
、

黒
田
彰
氏
に
よ
っ
て
こ
の
刊
本
に
、

よ
り
近
い
写
本

2 

と
し
て
身
延
文
章
所
議
の
『
全
指
二
十
四
孝
詩
選
』
の
存
在
が
指
揺
さ
れ
、
こ
の
刊
本
で
欠
落
し
て
い
る
西
孝
子
、
郭
臣
、
黄
山
谷
、
朱

王
哀
の
本
文
が
紹
介
さ
れ
向
。
身
延
文
庫
所
蔵
の
写
本
と
こ
の
刊
本
に
は
萎
詩
の
入
る
位
置
や
細
か
な
文
字
に
つ
い
て
相
違
が

寿
昌
、

あ
る
が
、
す
べ
て
書
写
の
際
の
誤
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
身
延
文
章
蔑
写
本
は
確
か
に
こ
の
刊
本
の
系
統
を
出
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
前
稿
で
、

『
万
暦
大
田
県
士
と
巻
二
十
人
文
志
に
郭
居
敬
の
著
書
と
し
て
「
百
香
詩
」

の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

/拘-守、、

1

L

J
ム
亨
刀

『
吉
呑
詩
』
な
る
書
物
は
中
国
に
も
日
本
に
も
伝
存
せ
ず
逸
書
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
九
年
に
金

文
京
氏
に
よ
っ
て
龍
谷
大
学
図
書
諮
り
写
字
台
文
庫
の
中
か
ら
、

抄
本
が
発
見
さ
れ
た
。
金
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
こ
の
書
の
正
式
の
書
名
は
『
新
編
郭
居
敬
百
香
詩
選
』
で
他
の
同
類
の
詩
集
三
謹
と
合

こ
の
「
百
香
詩
」
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
郭
居
敬
『
百
香
詩
選
」
の

訂
さ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
同
一
人
の
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る
抄
本
で
、

抄
写
の
年
代
は
室
町
後
期
か
ら
近
世
初
期
と
推
定
さ
れ
る
。

一
三
二
三
年
)
の
尤
搭
慎
の
序
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
本
文
は
、
首
に
「
新
編
郭
居

敬
百
香
詩
選
/
延
平
定
渓
郭
議
極
居
敬
選
」
と
題
す
る
。
・
内
容
は
琴
、
棋
、
書
、
筆
等
の
百
の
題
に
よ
る
七
言
絶
句
百
一
言
を
載
せ
た

『
百
香
詩
選
』
は
、
冒
頭
に
至
治
美
亥
(
三
年
、

も
の
で
あ
る
。
本
文
の
後
に
は
察
文
卿
、
塵
可
及
、
黄
文
仲
と
い
う
三
人
の
人
物
に
よ
る
「
題
百
呑
詩
稿
」
と
い
う
三
首
の
七
言
絶
句

が
あ
り
、
最
後
の
尾
題
は
「
新
一
編
郭
居
敬
百
呑
詩
選
終
」
と
な
っ
て
い
る
。
詳
掘
に
つ
い
て
は
金
文
京
氏
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
金
氏
の
指
損
す
る
新
し
い
重
要
な
事
実
を
二
三
紹
介
し
て
お
く
。
第
一
に
金
民
は
こ
の
写
本
が
も
と
づ
い
た
底
本
は
首
題
や

尾
題
の
状
況
か
ら
考
え
て
、
刊
本
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

お
そ
ら
く
は
境
代
の
官
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
重
要

な
指
摘
で
、

「
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
以
外
に
郭
居
敬
に
は
刊
行
さ
れ
た
著
書
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
金
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
ノ
こ

の
抄
本
の
底
本
は
拐
刊
本
で
為
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、

h-z-
、

中
I
中
i

至
治
三
年
ハ
二
ニ
二
三
年
)

C

4

ん
搭
慎
む
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
最
初
の
刊
本
は
一
克
代
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
元
代
の
刊
本
は
現
存
す
る
も
の
が
少
な
い



が
、
出
張
業
が
盛
行
し
て
い
た
こ
と
は
種
々
の
記
録
か
ら
明
か
で
あ
り
、
こ
の
『
百
香
詩
、
選
」
も
「
全
梧
二
十
四
孝
詩
選
」
も
元
代
に

す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。

第
二
に
金
氏
は
、

『
万
語
大
田
県
士
と
な
ど
で
は
、
郭
居
敬
は
居
敬
が
名
で
、
字
が
議
担
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
書
の
巻
首

に
「
廷
子
元
渓
郭
儀
祖
居
敬
選
」
と
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
名
が
儀
祖
、
字
が
居
敬
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
字
を
以
て
行
わ
れ
た
結
果
逆
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
れ
も
従
来
の
説
を
一
訂
正
す
る
重
要
な
発
見
で
あ
る
。
第
三
に
、

王
癒
毅
一
編
三
一
ん

人
伝
記
資
料
索
引
』
を
調
べ
る
と
、
郭
居
敬
の
た
め
に
序
お
よ
び
題
詩
を
寄
せ
た
四
人
の
人
物
の
う
ち
、
察
文
卿
に
つ
い
て
は
「
成
化

海
事
総
志
』

コ
且
加
靖
河
南
通
志
」
お
よ
び
『
天
一
容
中
牟
懸
士
ど
に
伝
が
見
え
、

ま
た
童
可
及
に
つ
い
て
は
『
弘
治
輿
化
府
志
」
に
見
え

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
、
私
も
そ
れ
ら
の
原
文
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
が
、

『
元
人
伝
記
資
料
索
引
』
に
よ
れ
ば
察
文
卿

に
つ
い
て
は
「
察
都
、
字
は
文
輝
、
中
牟
の
人
。
経
を
帯
び
て
錫
き
、
道
を
以
て
自
ら
楽
し
み
、
関
達
を
求
め
ず
、
累
ね
て
数
せ
ら
る

る
も
起
た
ず
。
卒
年
八
十
一
己
と
あ
る
。
塵
可
及
に
つ
い
て
は
「
麗
端
智
、
字
は
可
及
、

営
州
の
入
。

泰
定
四
年
ハ
二
ニ
二
七
年
〉

「全椙二十四孝詩選』と郭居敬〈承前〉

至
顕
二
年
(
三
三
二
年
)
輿
化
路
知
事
に
任
ず
。
」

の
進
士
、

と
あ
る
。

金
氏
に
よ
れ
ば
郭
岩
敬
に
題
詩
を
寄
せ
た
時
に
は
察
文
興

も
塵
可
及
も
、

無
官
の
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
察
文
胸
仰
の
題
詩
に
「
丹
桂
一
枝
」
一
五
々
と
あ
る
の
は
科
挙
へ
の
合
格
を
意
味
す

る
か
ら
、
察
文
郷
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
郭
屠
敬
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
略
伝
が
述
べ
る
よ
う
に
仕
進
に
全
く
意
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、

「
以
上
か
ら
考
え
る
と
幕
居
敬
が
北
方
の
文
人
乃
至
は
官
僚
と
な
に
が
し
か
の
関
係
を
も

っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
尤
悟
慎
の
序
に
、
郭
居
教
が
手
紙
と
自
作
の
「
百
香
詩
選
』
を
送
っ
て
き
た

(
お
そ
ら
く
は
序
文
の
抜
額
も
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
〉
、

郭
居
敬
の
方
か
ら
覆
極
的
に
求
め
た
も
の
と
誰
挺
さ
れ

と
述
べ
る
よ
う
に

る
。
そ
の
背
景
に
佐
官
へ
の
願
望
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
察
文
期
の
詩
が
暗
示
し
て
い
る
。
」
と
さ
れ
る
。

前
稿
で
拭
郭
居
敬
の
生
年
を
一
二
九

O
年
か
ら
一
一
三

C
年
位
の
詫
を
可
能
性
と
し
て
考
え
た
が
、
こ
む
『
百
香
詩
選
」
の
草
講
を

3 



郭
居
敬
が
走
悟
慎
に
送
っ
た
の
は
一
三
二
三
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
の
で
郭
居
敬
の
生
年
は
も
う
少
し
早
い
時
期
に
繰
り
上
げ
る
必
要

4 

が
あ
る
。
ま
た
郭
屠
敬
が
こ
の
よ
う
に
自
分
か
ら
讃
極
的
に
全
国
の
士
人
と
接
触
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
糞
集
、
欧
陽
玄
と
の
接
触
の

時
期
を
彼
ら
が
官
を
辞
し
て
南
帰
し
た
元
末
の
至
正
年
間
に
限
定
す
る
必
要
は
無
い
こ
と
に
な
る
。
前
稿
で
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』

の
出
版
時
期
を
二
二
一
二
六
年
か
ら
一
三
四
六
年
こ
ろ
の
時
期
と
し
た
推
定
も
、

も
う
少
し
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

『
全
相
二
十
四
孝
詩

い
。
た
だ
克
悟
慎
の
序
で
は
郭
居
敬
に
『
全
椙
二
十
四
孝
詩
選
』
の
著
が
あ
る
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
か
ら
、

選
』
は
『
百
呑
詩
選
』
よ
り
後
の
著
作
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

「
百
呑
詩
選
』

『
二
十
四
孝
詩
選
』
が
と
も
に
「
詩
選
」
と
題
す
る
の
は
、
題
材
と
な
る
事
物
を
選
ん
で
詩
を
作
っ
た
と
い

う
題
詠
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、

『
二
十
四
孝
詩
選
』
は
一
殻
に
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
道
徳
教
生
、
児
童
教
育
の
た
め
の
詩
と
い
う
性

格
の
ほ
か
に
『
百
呑
詩
選
』
と
同
じ
く
題
詠
詩
と
し
て
の
一
一
屈
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
金
氏
の
指
摘
も
重
要
で
あ
る
。

林
に
多
く
『
二
十
四
孝
詩
』
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
も
、

日
本
で
禅

明
ら
か
に
題
詠
詩
、

題
画
詩
と
し
て
そ
れ
が
受
け
止
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

る。註ω
寺
岳
瑞
木
「
江
戸
初
期
の
二
十
四
孝
図
l
瑳
蛾
本
『
二
十
四
孝
』
と

渋
川
版
『
お
髄
文
庫
』
「
二
十
四
孝
」
に
お
け
る
図
畿
の
成
立
詩
集
」

『
浮
世
絵
芸
術
』
一
四
七
号
(
二

O
O四
年
一
月
、
国
際
浮
世
絵
学

ム一。ω
黒
田
彰
「
二
二
十
四
孝
の
研
究
ヱ
二
十
四
孝
の
成
立
i
全
相
二
十

毘
孝
詩
選
と
日
記
故
事
i
」
(
『
孝
子
伝
の
研
究
』
二

O
O
一
年
九
月
思

文
語
出
版
)

紛
(
い
)
金
文
京
「
日
本
龍
谷
大
学
所
蔑
元
朝
郭
屠
敬
撰
《
吾
呑
詩

選
》
等
四
種
百
一
試
詩
篇
考
」
(
張
宝
三
、
揚
需
賓
一
編
『
自
本
漢
学
研
究

初
探
』
二

O
O二
年
三
月
。
台
北
、
財
冨
法
人
喜
蒋
詮
雅
研
究
発
展
基

金
会
)(

ろ
)
ま
た
そ
の
B
訳
と
し
て
は
金
文
京
「
龍
谷
大
学
所
蔵
、
元
・

郭
屋
敬
撰
『
百
香
詩
選
』
等
四
種
百
一
散
詩
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
漢
学
研

究
初
探
』
二

O
O二
年
一

O
Z
勉
誠
出
版
)

ω
金
氏
拭
春
晩
の
題
の
詩
が
二
首
あ
っ
て
、
詩
題
が
九
十
九
し
か
な
い

の
が
不
審
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
金
誌
の

あ
げ
ら
れ
た
二
十
六
番
昌
の
「
蝶
」
と
二
十
七
番
昌
の
「
瓜
」
と
の
需



に
「
蜂
」
の
題
の
詩
が
あ
り
、
そ
れ
で
も
九
十
九
題
に
し
か
な
ら
な
い

が
、
七
十
四
番
巨
の
「
香
炉
石
」
と
七
十
五
番
目
の
「
夜
雨
」
の
需
に

題
の
記
さ
れ
て
い
な
い
詩
が
一
言
あ
る
。
こ
れ
は
転
写
の
際
の
誤
り
か

原
書
で
も
こ
う
な
っ
て
い
た
の
か
不
明
だ
が
、
こ
こ
に
題
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
百
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
「
春
暁
L

詩
が
二
首
あ
る
こ

と
か
ら
総
計
百
一
首
と
な
る
。

川

W

諒
註

ωの
中
屋
語
版
と

E
本
語
版
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
相
違
が
あ

り
、
後
者
に
加
筆
が
み
ら
れ
る
の
で
後
者
の
白
本
語
版
に
よ
る
。

『全棺二十四孝詩選』と郭居敬〈承前〉

〔
補
記
〕

こ
の
文
を
説
穣
し
た
後
で
、
鄭
患
肖
(
一
二
四
一

l
一
一
一
一
一
八
〉
の

『
一
百
二
十
図
詩
集
』
の
存
在
を
知
っ
た
。
今
「
知
不
足
斎
叢
書
」
第
二

十
一
集
に
技
め
ら
れ
て
い
る
『
所
南
翁
一
百
二
十
圏
詩
集
』
が
そ
れ
で
あ

る
。
鄭
思
高
は
福
州
連
江
の
入
。
根
無
し
の
薦
の
図
を
描
い
て
モ
ン
ゴ
ル

に
征
服
さ
れ
た
亡
国
の
悲
債
を
象
徴
さ
せ
た
こ
と
で
有
名
な
画
家
で
あ

る
。
謹
孟
額
と
も
交
際
が
あ
っ
た
が
越
が
元
に
重
用
さ
れ
た
こ
と
を
噴
っ

て
絶
交
し
、
生
涯
を
宋
の
遺
民
と
し
て
過
ご
し
た
。
『
一
吉
二
十
爵
詩
集
』

誌
黄
帯
、
莞
、
巣
父
、
許
岳
、
な
ど
ち
中
富
古
来
の
人
物
に
つ
い
て
の
七

言
詩
百
二
十
嘗
を
連
ね
た
詩
集
で
あ
る
が
、
元
来
は
鄭
思
肖
の
描
い
た
函

を
倖
っ
て
い
た
こ
と
は
そ
の
自
序
か
ら
知
ら
れ
る
。
「
大
徳
辛
丑
呉
中
義

梓
」
の
後
記
が
あ
る
か
ら
大
徳
五
年
(
二
ニ

O
一
〉
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
、
刊
行
さ
れ
た
書
物
に
絵
図
が
つ
い
て
い
た
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。
漢
民
族
の
伝
統
の
継
承
を
意
留
す
る
こ
の
詩
集
に
は
、
二

十
四
孝
子
の
中
の
王
祥
及
び
窪
讃
を
取
り
上
げ
た
次
の
よ
う
な
詩
も
収
め

ら
れ
て
い
る
。王

祥
臥
泳
匿

母
病
杯
美
意
未
語
、
解
衣
立
見
欲
臥
氷
関
、
有
心
直
透
清
波
下
、
安
得
無
魚

露
出
来
。

建
績
棲
構
遺
母
冨

溝
葉
霜
丸
意
不
安
、
誰
供
甘
旨
侍
麗
襲
、
葉
然
憶
著
嬢
生
雷
、
真
極
黄
金

壷
喜
歓
。

大
徳
五
年
に
は
こ
の
よ
う
に
民
間
で
、
宋
の
遺
民
を
標
携
す
る
画
家
の

詩
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
郭
岩
敬
が
こ

の
詩
集
を
見
た
と
い
う
確
証
拭
無
い
の
だ
が
、
『
全
桓
二
十
西
孝
詩
選
』

も
こ
の
詩
集
の
流
れ
を
読
む
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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